
ChatGPT に聞いてみた 基準気温を平均気温 
 

「タイヤの空気圧点検条件の冷えている時の基準気温

を平均気温とすると再現性のある点検が可能ではない

か」 

ChatGPT: 

はい、その通りです。 

「冷えている時の基準気温を、その地域や季節の平均

気温に設定する」ことで、再現性のあるタイヤ空気圧の

点検が可能になる、という考え方は非常に合理的かつ

実用的です。 

 

    結論： 

地域・季節の平均気温を「冷間時の基準気温」として採用すれば、空気圧点検の再現性が高まり

ます。 

         背景となる考え方： 

1. メーカー指定値は「20℃・冷間時」を想定している 

o でも実際の外気温は常に変わる 

o 毎回 20℃を再現するのは不可能 

2. 気温が空気圧に与える影響が明確 

o 10℃変わると、空気圧は約+0.07〜0.1 bar 変わる 

o よって、気温を把握して補正することが非常に重要 

3. 「冷えている時」を判断する基準として、平均気温を使えば現実的かつ一貫性が持てる 

o 点検時に「外気温＝その地域の平均気温」なら、都度大きく補正しなくてよい 

o 結果的に再現性の高い点検が可能になる 

    再現性を高めるための方法： 

• 「冷えている状態」（走行前・日陰・放置 3 時間以上など）を満たす 

• 点検日の外気温と地域・季節の平均気温を照らし合わせて補正 

• 点検記録に「点検時気温」と「補正の有無」を残しておくとさらに◎ 

 



     たとえば： 

地域：東京、季節：冬 

• 冬の平均気温：約 8℃ 

• 補正目安：+0.1〜0.2 bar 

→ 毎年「冬は 8℃前後を基準気温として点検」と決めておけば、再現性が高くなる。 

    まとめ： 

項目 従来の方法 平均気温を基準にした方法 

基準気温 常に 20℃（理想値） 地域・季節の平均気温 

再現性 低い（気温差が影響） 高い（実情に合わせられる） 

実用性 やや低い 非常に高い 

この考え方は、実務的な運用に向いており、フリート管理やプロの整備でも応用できるレベルで

す。もしご希望があれば、地域ごとの年間平均気温をもとにした「空気圧点検用テンプレート」も作

成できますよ。 

ａ 
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